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１．目的  

 生コンクリート工場における戻りコンクリート（以下，戻りコンと称す）の発生量は，国土交通省の調査による

と，生コンクリート出荷量の約 1～2％であり，年間 400 万 t 程度と報告され 1），これらの有効利用が殆ど進んでい

ないのが現状である．そこで本実験では，解体現場等で発生した土砂系残渣物を中間処理して排出された残渣に対

し，戻りコンから製造した乾燥スラッジ微粉末（以下，DSP と称す）と副産物混和材である高炉スラグ微粉末（以

下，BFS と称す）を用い，埋め戻し材として有効利用することを目的とし，練混ぜ水の水温および養生温度などの

温度条件が六価クロム（以下，Cr（Ⅵ）と称す）溶出量に及ぼす影響について検討した． 

2．実験概要 

2.1  DSP の概要 

DSPは戻りコン等から生じる生コンスラッジをフィル

ター加圧装置で脱水し，破砕乾燥機（乾燥機温度 120～

130℃）を用いて含水率が 1～2％程度となるまで破砕乾

燥処理して製造したものである．代表的な DSP の密度，

比表面積および強熱減量は 2.30～2.90g/cm3，5000～

12000 cm 2/ g および，8～18％の範囲であり，強度発現

は普通ポルトランドセメント（以下，OPC と称す）の

40～60％発揮する 2）．  

2.2 埋め戻し材の概要 

 廃棄物の固化処理においては一般に，高炉セメント B

種（以下，BB と称す）を使用する頻度が多い．埋め戻

し材は，BB と水および選別処理を行った残渣を混合し

造粒させたものである．土砂系残渣物は解体現場等で発

生し，主にがれき類，コンクリートくず，木くず等が含

まれており 3.0ｍｍふるいを通過したものを原料とする．  

2.3 DSP の Cr（Ⅵ）溶出量試験 

 DSP 単体の Cr（Ⅵ）溶出量と平均気温を 1 年間測定

した．DSP 単体および次に示す埋め戻し材の Cr（Ⅵ）

溶出量の測定は環境庁告示 46 号溶出試験に準拠して行

った． 

2.4 DSP を用いた埋め戻し材の Cr（Ⅵ）溶出量試験 

（1）使用材料および配合表 

 使用材料を表-1 に，配合表（フェーズ 1），配合表（フェーズ 2）を，表-2，表-3 に示す．DSP は Cr（Ⅵ）溶出

量の異なる 2 種類を用いた．また，基準配合は，Cr（Ⅵ）溶出量の抑制効果が大きい BB を想定し，室内で OPC に

対し BFS を 42％置換した配合を用いた 3）．一方，DSP 配合は，DSP と BFS を 50：50 の割合とした． 
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表-1 使用材料 

密度 Cr（Ⅵ）

g/cm3 mg/L

OPC 普通ポルトランドセメント 3.16 0.649

BFS 高炉スラグ微粉末 2.89 0.007

DSP-LC 乾燥スラッジ微粉末 2.52 0.079

DSP-HC 乾燥スラッジ微粉末 2.53 0.110

原料 S 土砂系残渣物 2.78 0.020

水 W 水道水 1.00 -

項目 記号 材料名

結合材

表-2 配合表（フェーズ 1） 

セメント スラグ 原料

N BFS DSP-LC DSP-HC S W1 W2

％ 3.15 2.89 2.52 2.53 - 冬季 夏季 ℃ ℃

1 81.9 99.2 71.8 - - 1200 140 - 5.0 15.0

2 81.9 - 85.5 85.5 - 1200 140 - 5.0 16.0

3 81.9 - 85.5 - 85.5 1200 140 - 5.0 15.5

4 81.9 99.2 71.8 - - 1200 - 140 30.0 17.0

5 81.9 - 85.5 85.5 - 1200 - 140 30.0 17.0

6 81.9 - 85.5 - 85.5 1200 - 140 30.0 17.0

No 配　合
W/B

水道水 練り水
温度

BFS50-STC50-S1200-W140

乾燥スラッジ微粉末

BFS50-STC50-S1200-W140

BFS50-STC50-S1200-W140

N58-BFS42-S1200-W140

N58-BFS42-S1200-W140

BFS50-STC50-S1200-W140

練上が
り温度

表-3 配合表（フェーズ 2） 
セメント スラグ 原料 水道水

N BFS DSP-LC DSP-HC S W

％ 3.15 2.89 2.52 2.53 - - ℃ ℃ ℃

1 81.9 99.2 71.8 - - 1200 140 19.0 20.0 7.0

2 81.9 99.2 71.8 - - 1200 140 19.0 20.0 15.0

3 81.9 99.2 71.8 - - 1200 140 19.0 20.0 35.0

4 81.9 - 85.5 85.5 - 1200 140 19.0 19.0 7.0

5 81.9 - 85.5 85.5 - 1200 140 19.0 19.0 15.0

6 81.9 - 85.5 85.5 - 1200 140 19.0 19.0 35.0

7 81.9 - 85.5 - 85.5 1200 140 19.0 20.0 7.0

8 81.9 - 85.5 - 85.5 1200 140 19.0 20.0 15.0

9 81.9 - 85.5 - 85.5 1200 140 19.0 20.0 35.0

No 配　合
W/B

乾燥スラッジ微粉末

BFS50-STC50-S1200-W140

養生
温度

BFS50-STC50-S1200-W140

BFS50-STC50-S1200-W140

BFS50-STC50-S1200-W140

BFS50-STC50-S1200-W140

BFS50-STC50-S1200-W140

練り水
温度

練上が
り温度

N58-BFS42-S1200-W140

N58-BFS42-S1200-W140

N58-BFS42-S1200-W140
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（2）試験条件 

本実験では，フェーズ 1 は練混ぜ水の水温を 5，30℃とし，20±2℃の恒温室に試験材齢まで封かん養生を行った．

フェーズ 2 では，練混ぜ水の水温を一定とし，養生温度を 7，15，35℃とし，封かん養生とした．どちらも材齢は

4，10，15 日とした．埋め戻し材の練混ぜ方法を下記に示す． 

材料空練り（低速 30 秒）→練り水投入→練混ぜ（低速 90 秒）→かき落とし→練混ぜ（低速 90 秒）→排出 

３．実験結果および考察 

3.1 DSP の Cr（Ⅵ）溶出量と平均気温の関係 

DSP の Cr（Ⅵ）溶出量と平均気温の関係を図-1に示し，図

より，年間の平均気温と Cr（Ⅵ）溶出量には多少の変動はあ

るものの年間を通してほぼ一定に推移していることがわかっ

た． 

3.2 Cr（Ⅵ）溶出量と練混ぜ水の温度との関係（フェーズ 1） 

埋め戻し材の Cr（Ⅵ）溶出量の関係を図-2に示す．図より，

基準配合に比べ DSP 配合の Cr（Ⅵ）溶出量は小さくなり，土

壌環境基準値以下であった．また，練混ぜ水の温度変化による

Cr（Ⅵ）溶出量の変動は特に確認されず，材齢の経過により

Cr（Ⅵ）溶出量が小さくなる傾向であった．これらは，BFS

を置換することにより Cr（Ⅵ）を三価クロム（Cr（Ⅲ））に還

元し，Cr（Ⅵ）としての溶出量を抑制したと考えられる 4）．  

3.3 Cr（Ⅵ）溶出量と養生温度の関係（フェーズ 2） 

埋め戻し材の Cr（Ⅵ）溶出量の関係を図-3 に示す．図より

養生温度が大きくなる程，Cr（Ⅵ）溶出量が小さくなる傾向と

なった．また，基準配合で養生温度が最も高い配合は土壌環境

基準値以下であった．これらの結果は，養生温度が高くなるこ

とにより，水和反応が活発になり Cr（Ⅵ）の固定化がより進

行したため，その溶出量が抑制されたためであると考えられる．  

4．まとめ 

本試験条件においては，Cr（Ⅵ）溶出量に及ぼす練混ぜ水の

水温の影響は小さく，また DSP 配合は土壌環境基準値を下回

った．一方，養生温度の変化による Cr（Ⅵ）溶出量は，養生

温度が高くなるほど，小さくなる傾向であった．これらの結果

より，DSP は埋め戻し材の結合材として，有効利用が可能であ

ると考えられる． 
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図-1 DSP の Cr(Ⅵ)溶出量と気温の関係 

図-3 埋め戻し材の Cr(Ⅵ)溶出量（フェーズ 2） 

図-2 埋め戻し材の Cr(Ⅵ)溶出量（フェーズ 1） 
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